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『経済表J1i範式」と同時発表された『シナのデスポティスム』りは， ~経済表』に「写し J 2)とら
れた世界を実現するための政治権力論をケネーがはじめて展開したものである。本稿は， wシナの
1) Francois Quesnay， Destotisme de la Chine， Paris， 1767. W$/ナのデスポティスム』からの引用は， オンケン版
『ケネー全集~ (OEuvres ecoηomiques et thilosothiques de F. Quesnay， fondateuγdu systeme thysiocratique， 
publiees avec une introduction et des notes par Auguste Onken， Francofort et Paris， 1888. 以 f，DES-
POTISME， Onken. と略記する〉から行なう。
2〉 FrancoisQuesnay，AnaJyse de faformule Grithmdtique du TABLEAU ECONOMIQUE，1776，FRANCOIS 





























する諸契機のうち， i社会の物理的な再生産秩序」の探求と， i土地前払いJ i土地単一税」など
の政策的テーゼについては，既に前節で考察したように， w経済表』の完成と歩みをーにしており，
3) 通説については，平田清明『経済科学の創造』岩波書l苫， 1965年，前編.第5章，および， 木崎喜代治「ケネーの政治
思想についての一考察H思想~ 1974年6月号を参照。



























ド師が参着したと推測される 8)W書経』や， 孔子の著作などにも， 間接的に参照することができた
5) Iこの有名な哲学者の生涯，様々な徳行や生涯について，き[続いて， さらに度認する機会があるであろう。J(DES-
POTISME， Onken. p. 575.)，後藤末雄氏の戦前の研究によれば， ケネ}は「ヨ}ロツパの孔子」とよばれていた。
後藤末滋『支那思想のフランス西漸』昭和8年，第一書房，刊行(後藤末雄著，矢沢利彦校訂， If中国思想のフランス
西漸・ 2~ 平凡社， 1969年，として再版)0
6) ケネーはその著作名を明示していないが， If支那帝国会誌』である。 LeP色redu Halde， Descri ption geo gra phique， 
1zistorique， chronologique， politique et physique de l' EmPire de la Chine et de la Tarta1"Ie chinoise， Paris， 
1735， 4 vol. 
7) DESPOTISME， Onken.， p.566. 










(ロ) エマヌエル・ピント (EmmanuelPinto) 10) 
約 スペイン人でドミニカ派の宣教師，ナヴァレッテ (Navarettc)
付 オランダの旅行者たち
的 ゲメリー・カレリー (GemelliCarerri) 11) 






(ヌ:) ( 1章2節〉シュ γ グフォード (Shuckford)，著書名なし15)
ω (1章2節)P.マルチニ (P.Martini) ，著書名なし16)
(ヲ， ( 1章2節〉ドゥ・ギーニュ氏 (deGuignes)著書名なし17)
(功 (1章3節〉ル・コント師(Le 民 reLe Comte)の支那旅行記18)
倒 ( 1章3節〉著者名なし『一般旅行史 Histoiregenerale des voyages1l 
伊0 (1章2-3 i!5)著者名なし『猟奇集 Melangesinteressants et curieux1l 
(勿 (2章1節〉ル・コント師の報告川
9) DESPOTISME， Onken.， p.566. 
10) Les voyages avantureux. Paris， 1628. 
11) Voyage du touγ du monde， traduit de l'italien， Paris， 1727. 
12) Journal de la residence de Sielげ Lange，agent de sa majeste de la grande Russie a la cou'-de la Clzine 
dans les annees 1721 et 1722. Leyde， 1726. 
13) DESPOTISME， Onken.， p.566. 
14) I万国史を書いたイギリス人は，すべての著述家のうちで，人々が支那の古代について与えようと欲したすべての証拠
を，最も強く反駁したように怠われる著述家である。JDESPOTISME， Onken.， p.567. 
15) ノアの方舟が「支部の国境附近の山地にとまったJDESPOTISME， Onken.， p，518. 
16) 116世紀にジュズイット教徒が支那へ到着した時， 支那民族はまだ天文学について極めて不完全な知識しか持っていな
かった。JDESPOTISME， Onken.， pp.568-9. 
17) 支那人の起源二エジプト人説についての紹介。 DESPOTISME，Onken.， PP.570-571. 
18) Le Pere Le Comte， Nouveaux memoires sur l'etat present de 1αClzine， Paris， 1697. 
19) 不作時における皇帝の役割について。 DESPOTISME，Onken.， p. 587. 
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F.ケネーにおける「自然の支配 PhysiocratieJ(中〉
ゃう (2章 5・7節〉著者名なし『猟奇集 Melangesinteressants et curieux~ 
ω (2章 8節〉著者名なし『一般旅行史 Histoiregenerale des voyages~ 
め (2章 8節〉著者名なし『猟奇集 Melangesinteressants et curieux~20) 
的 (3章〉著者名なし『猟奇集 Melangesinteressants et curieux~ 
明 (3章〉著者名なし『有益なる手紙 Lettresédifiantes~ (宣教師の作)21) 
伊) ( 3章〉著者名なし『陰謀史』
(ム~ ( 3章〉フレル (Freret)氏の記録，ノレ・コント師の記録
















20) 伝説上の皇帝，高の洪水・運河伝説についてっ DESPOTISME，Onken.， p.602. 
21) 法の登記所としての裁判所の役割に関する記述， [，tl書25巻284頁を参照指示。 DESPOTISME，Onken.， p.606. 
2) 同書，第5巻， 164-165頁を参照指示。 I猟奇策の著者は， モンテスキュ』氏の議論をきわめて賢明に論じかっ反駁し
ているJ(DESPOTISME， Onken.， P.622) 
23) もっとも，ケネ」は，すでに述べたように，孔子に関する研究発表を予告しているのだが， 1767fの設婚で:土，図書の
仏訳は出ていないという，資料約制約があった。クレ」ノレの『皇帝再と孔子』は1769年lこ出る (Clerc，Yu le grand et 








に関する記述から成っており，それらは主として宣教師や旅行者の報告の主主粋である。 (FRANCOISQUESNA.Y et LA 
PHYSIOCRATIE， INED， tome I， Paris， 1958， p.917.)傍点、部分に注意。 事実誤認であるだけでなく， ケキー の
支那研究の意義を理解していないと評価することができるC
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26) I支訟の政宥は専制政治 despotisme の名のもとに理解されている。 lナ，でし，この帝国の君主は:;~すのがうちに至高
の権威を集めているからである。専制君主は支配者または神を意味する。この称号は，それゆえ， 法によって規定された
絶対的権力を行使する君主や，長会意的権力を纂奪した君主にまで拡張することができる。…ーしたがって， 透法的な専制













第7章「支那政治に帰せられる欠陥 Defautsattribues au gouvernement de 1a Chinej叫
。000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0。
としみ表題にもかかわらず，この章で、議論されてレるのは，ケネーによる支那政治の欠陥の摘出・
止命も24:，主としてそンテスキューによって摘出され，支那政治に帰せられた「欠陥」なるも

















家を支配するであろう。 Cesont 1es bonnes lois qui forment un bon gouvernement et 
sans l'observation de ses 1ois， 1e gouvernement n'aurait pas de realite. Le despot 
27) モンテスキュ」および『百科全書』派のジョクーノレなど。
28) DESPOTISME， Onken.， p.622 
29) DESPOTIS且JE，Onken.， p.622 




severe， arme des lois， les fera observer rigoureusement et le bon ordre regnera 
dans ses Etats. J32) 
ついで7章の後半では官吏の汚職や宗教の弊害が分析の対象となる。しかし，これも主題でいう
ところの「欠陥」分析とは違う。















まず，不規則な課税がもたらす欠陥について。 i支那では，土地に対する課税 lacontribution 
sur les terresの他に，関税や通行税のような若干の不規則な租税quelquesimpots irr匂uliers









32) DESPOTISME， Onken.， p.626. 
33) DESPOTISME， Onken.， p.627. 



























35) DESPOTISME， Onken.， p.634. 
36) DESPOTISME， Onken.， p.634. 
37) DESPOTISME， Onken.， p.635. 
38) 以上，DESPOTISME， Onken.， p. 635. 
39) 7主主に先行する誇章で，支那が西欧の王国批判の基軸とされている笥況を以下に列挙しよう。いずれも 17ィジオク
ラジー」の理念に深く関わっている。
付)運河・河川!の多き。 (DESPOTISME，Onken.， p. 578. ) 
(ロ)徴税吏のいないこと，農民の所有権の保全。 (DESPOTISME，Onken.， p. 580. ) 
付世襲貴族制が存在しないこと。 (DESPOTISME，Onken.， pp. 581-582.) 1父の高位を継ぎ，父の声望を偽るために
は，同じ階段を上って行かね;まならない。従って， 名誉へ導く唯一の道として，一切の希望は勉学にかけられる。」
(DESPOTISME， Onken.， p. 582. ) 
(ニ)道徳と政治の結合。 (DESPOTISME，Onken.， p. 592. ) 
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F.ケネーにおける「自然の支配 PhysiocratieJ(中〉
最後に，ケネーは 8 章官頭 (8章第 1 節の前〉において，いままでの 1~7章までの支那論を回顧
し，総括している。この箇所においてケネーは次のようにおのが支那研究を位置づけている。
「これまで我々は，学問と自然法 surla science et sur la loi naturelleの上に基礎を置







値のある支那の教義についての体系的な細目として役立つであろう。 Cesfaits， qui passet pour 
indubitables， servent de base au resume qu'on va lire en ce dernier chapitre， qui n'est 
que le detail methodique de la doctrine chinoise qui merite de servir de modele主






附 図書を初めとして i支那では， 国家の基木法 loisfondamentales de l'Etatを包含する書均は，すべての人々の
手に渡っている。皇帝はそれ〈富家の基本法を内包する書物〕に従わねばならない。皇帝がそれを廃止しようとしても無
駄である。彼等は暴放を制御する。J(DESPOTISME，Onken.， p.598) 




し. i耕作者は商人や殺人より高い身分である。J(DESPOTISME. Onken.. p.601)この「王国」に関して，さらに追
加して，ケネーはつぎのように明示する。 iドー マー の民法を参照せよ。 諸君はこの王国がいかなるものであり，社会
の基本法について，そこではどのような考えがもたれているか理解できるだろう。J(DESPOTISME，Onken.， p.601) 
例重商主義批判主重農主義o (DESPOTISME， Onken.. p. 602-604. ) 
ω) i君主」に対する諌言について。 i支郊におけるほど自由に，君主 souve:L"ainに対する諌言の行なわれている国は他
には存在しないであろう。J(DESPOTISME. Onken.. p. 608.) i皇帝」といわず「君主」に対する諌言と表現してい
ることに注意。他では「皇帝に対する諌言」たとえば.DESPOTISME. Onken.. p.6つ6.
収) i公共事業支出を考慮するとき dansle compte des d岳pensesdes travaux publics， 支郊の驚嘆すべきもののー
つがあることを忘れてはならない3 それは国王のつくった大還河である。J(DESPOTISME，Onken.. p. 612. ) 
ω 「裁判の方法ほど、賞賛fe:値するものはない。裁判官はその職を無料で与えられ，俸給は一定であり， この地位を得
るためになんらの費用も必要としない。J(DESPOTISME，Onken.. p. 616. ) 
40) DESPOTISME. Onken.， p.636. 
41) DESPOTISME， Onken.， p.636. 
42) DESPOTISME， Onken.. p.636. 
43) DESPOTISME， Onken.， p.646. 
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第8章「繁栄した政府」の基本構成は，支那をモデルとして叙述される。国家論としての展開は
十分ではなく，その不十分さは， 1~7章の支那論への参照によって捕われてしる。したがって，
『シナのデ、スポティスム』の基本構成は， (1)西欧の読者への支那の紹介→(2)支那政治批判に対する反
駁→(3)支那をモデルとしたフィジオクラシーの政治形態の開陳，とL、う流れになる。
中間考察
『シナのデスポティスム』の課題と構成についてまとめてみよう。本節で辿ってきた論理的順序は，
西欧の読者への支那の紹介→支那政治批判に対する反駁→支那をモデルとしたフィジオクラシーの
政治形態の開陳，としみ流れである。
(1) 支那ニ悪しき専制国家というモンテスキューらによって流布された中国像を逆転すること。
(2) そのために，子細な文献考証。モンテスキューの依拠する文献および，そこから引出される
誤った中国像の指摘。
(3) 正しい中国像を描くこと。
(4) それを，フィジオクラシーにとって，現存する唯一のモデルとして確立すること。
(5) そのモデルにもとずき，フィジオクラシーの理念を叙述すること。
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《未完》
